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完新世における北海道東部，太平洋岸の隆起運動

Holocene uplift along the Pacific coast of eastern Hokkaido
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北海道東部，太平洋岸の厚岸地域は，過去3 0 0 0年間に渡って地震性隆起を繰り返してきた．最も最近の隆起イ
ベントは，おそらく1 7世紀中頃であろう．それぞれの隆起イベントは，内湾沿岸域の塩水性干潟環境から淡水性
湿原環境への層相変化によって読みとることができる．今回の我々の調査の結果，幾つかの新知見が得られた．
17世紀

の隆起イベントは，津波を起こした可能性が高いことが分かった．さらに，現在の沈降が非地震性の変動，完
新世の隆起イベントが地震性の変動であると仮定するならば，太平洋岸に分布する更新世の海成段丘の高度分布
は，それらの変動の累積を示すのであろう．

北海道東部，太平洋岸の厚岸地域は，過去3 0 0 0年間に渡って地震性隆起を繰り返してきた．最も最近の隆起イ
ベントは，おそらく1 7世紀中頃生じたのであろう．それぞれの隆起イベントは，内湾沿岸域の塩水性干潟泥環境
から淡水性湿原環境への層相変化によって明瞭に読みとることができる．この層相変化は，沢井・鹿島（1 9 9 6）
および沢井・三塩（1 9 9 8）によって既に報告されていた．彼らは厚岸湖岸のエスチュアリーにおいてコアを採取
し，５ｃｍオーダで珪藻分析を行った．その結果，この地域においては，海水域から淡水域に，汽水環境を挟ま
ずに急激に変化すること，さらに，過去1 5 0 0年間に２回，過去 3 0 0 0年間に３回の層相変化が認められることを報
じている．

我々は，干潮時の厚岸湖岸やその東方に位置する火散布沼において同様の層相変化が発見できるかの検証を
試みた．この地域においては，塩水成干潟環境を示唆する泥層が，淡水成の泥炭層に覆われる産状が各地で認め
られた．なお，現在の湿原を構成する地表面から泥炭基底までの厚さは，2 0 - 1 0 0ｃｍ程度である．この泥炭層基底
から約1 0ｃｍ程度の層準には，２枚のテフラが挟まれている．これらのうち下位のものは，駒ヶ岳起源のK o - c 2
( 1 6 9 4 )，上位のものは樽前山起源のT a - a ( 1 7 3 9 )と同定される．２枚テフラによって夾在される泥炭の層厚は，K o -
c2から泥炭

層上面までの層厚とほぼ等しい．もしこの２層準の泥炭の堆積速度が等しいと仮定できるならば，最も最近に
生じた隆起イベントは17世紀中頃生じたと推定されよう．

この1 7世紀の隆起イベントは巨大津波を伴っていた可能性が高い．霧多布地域において，この津波によって
生じたと解釈される砂層は，他のものより遥かにその分布規模が大きい．さらに，調査地域から南西方向に2 0 0ｋ
ｍ離れた十勝海岸地域においても，同時代の津波堆積物が海抜15ｍの層準に見出されている（平川ほか，1998）．

この隆起イベントは，厚岸地域の太平洋岸に存在する海成段丘の沈降傾向をよく説明できる．これらの海成
段丘は過去10万年間に渡り平均 0.2 mm/yr

( O k u m u r a , 1 9 9 6 )で隆起している．しかし，調査地域近傍の花咲港や釧路港においては，過去4 0年間に渡って
1 0 m m / y rで急激に沈降している(Ozawa and others,1997)ことが知られている．この急激な沈降が，非地震性変動
(Shimazaki, 1974)であると仮定できるならば，完新世における隆起イベントは地震性変動と解釈されよう．ゆえに，
更新世の海岸段丘のゆっくりした隆起傾向は，それらの変動の累積を示すと解釈されよう．
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